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要約 

 

本稿の⽬的は、初等中等教育のキャリア教育において⽤いられるポートフォリオの現状と課題を、校種を超え
た「学びの継続性」、学びを過去・現在・未来の視点で考える「学びの時間的展望」、学びをまとめ次の学びにつ
なぐ「学びの発展性」と、「学びの発展性」を実現するために必要な学習者のための「学びの評価」の視点から明
らかにすることにある。 

この⽬的を果たすために、2019 年９⽉までに都道府県政令指定都市中核都市の教育委員会、教育研究所、教育
センターで公表されたキャリア教育に関する研究を管⾒し、それらの中で⽤いられたポートフォリオを評価した。
その結果、中央教育審議会が「キャリア・パスポート」（2016）の考えを⽰した時期を前後して、校種を超えた「学
びの継続性」を図り、キャリア教育としての学びをまとめ、⾃⼰の学習成果の内省につなげるまでの「学びの発
展性」を果たすポートフォリオが、実践研究の中で多く開発されていることを確認することができた。しかし、
学習者が「学びの発展性」を図る際に、⾃⾝の学びの過去と現在、未来という 3 つの時制を備えた「学びの時間
的展望」の視点で学びを振り返る⽤意が多くのポートフォリオで⼗分ではないことが明らかとなった。さらに、
学習者に「学びの発展性」を図るためには学習者⾃⾝の⾃⼰評価だけでなく、学級の仲間、教師、保護者といっ
た学習者の学習過程や成果を知る⾝近な他者からの評価を根拠に⾃⼰の学びをまとめ、次に取り組む学習につな
ぐ学習者のための「学びの評価」の仕組みが必要であるが、公表されたキャリア教育の実践研究で使われるポー
トフォリオではこうした仕組みが不⼗分であることが明らかとなった。 

 
キーワード：キャリア教育 ポートフォリオ 学びの継続性、時間的展望、発展性と学びの評価 

 

１ 問題の背景 

中央教育審議会答申（1999）で「キャリア教育」と
いう⽤語が登場して以降，⽇本の初等中等教育では職
場体験学習（インターンシップ）や職業調べ、職業⼈
による講話などがキャリア教育として⾏われている。 

しかし、その内容を⾒ると職業観・勤労観の育成に
焦点化したものが⽬⽴ち、実践の多くが同⼀の学校種
内で終わっている。また、教科等の学びを取り扱った
内容、校種を超えて学校間連携を図る実践はほとんど
⾏われていないとの指摘がある（⽂部科学省,2011）。

すなわち、教育内容の⾯においては、職場体験学習、
インターンシップ、職業調べ、職業⼈による講話など、
勤労観・職業観の育成に焦点が当てられた実践が、同
⼀学校種内で実践されているものの、校種を超えて継
続的に取り組む「学びの継続性」にキャリア教育は課
題が残ることを⽰したものである。また、児童⽣徒が
教科等において⾏ったキャリア教育での学びを特別活
動の時間を中⼼にまとめ、学びの成果を内省し、次の
学びにつなげるキャリア教育の実践報告はほとんど⾒
られない。キャリア教育として培ってきた教科等の学
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びをまとめ、これを基に新たな学びにつなぐ「学びの
発展性」でも初等中等教育で⾏われるキャリア教育は
課題があると⾔えよう。このように初等中等教育にお
けるキャリア教育では、校種を超えて教科等の学びを
キャリア教育として⾏えるようにする「学びの継続性」
と、キャリア教育を通じて得た学習成果を児童⽣徒⾃
らが内省し、価値形成を図るとともに学習成果から新
たな学習課題を⾒つけて次の活動に取り組むことがで
きるように学びをまとめ、新たな学びにつなげる「学
びの発展性」を実現する上で、学習者の学習のための
「学びの評価」を図ることがキャリア教育を推進して
いく上で不可⽋である。 
 こうした課題を受け、「キャリア教育の中核となる
教科の明確化の検討」（中央教育審議会, 2011）では、
特別活動の学級活動やホームル−ム活動を初等中等教
育それぞれのキャリア教育の中核として位置づけた上
で、キャリア教育としての教科等での学びをまとめ、
次の学びにつなげる場として⽰した。さらに「⾃⾝の
学習、スキル、業績を実証するためのあらゆる成果を、
ある⽬的のもと組織化・構造化しまとめた収集物」（ジ
ョーンズら,2006）であるポートフォリオを使って特別
活動の時間を中核に教科等の学びをまとめ、その学び
を内省し新たな学びにつなげることを実現させる意味
で「キャリア・ パスポート（仮称）」の活⽤を中央教
育審議会は提⾔した（中央教育審議会, 2016）。 

この「キャリア・ パスポート」を検討するにあたっ
ては、「総合的な学習の時間」の創設時、特に⼩学校で
の学習成果を教師が評価する⽅法として⽰されたポー
トフォリオ研究（⻄岡,2003、堀,2013）は注⽬に値する。
⻄岡は、ポートフォリオには学習の記録を⽇常的に蓄
積するワーキング・ポートフォリオと蓄積した資料の
中から取捨選択したり並べ替えたりして学びの過程を
恒久保存するパーマネント・ポートフォリオがあると
指摘する（⻄岡,2003）。そして、2 つのポートフォリ
オの役割の違いを意識した上で、この 2 つを使い分け
て「総合的な学習の時間」での学びを蓄積し、整理し
て学習者⾃⾝に内省させることが学習者⾃⾝の学びに
対する評価⼒を⽣むとしている（⻄岡,2003）。また、
堀は OPPA を提案し、パーマネント・ポートフォリオ
としての機能を 1 枚にまとめ(OPP)、これを評価する
ことで学習者の学びの変遷を学習者⾃⾝にとらえさせ
内省を深めることを⽰した（堀,2013）。 

中央教育審議会の提⾔した「キャリア・パスポート」
も、キャリア教育の活動において児童⽣徒⾃⾝の学び
の過程を累積記録するワーキング・ポートフォリオを
基に、学びを通じた⾃⼰の成⻑の内省を経て気づかせ、
さらなる成⻑を⽬指す新たな学びを⾒いだすためにパ
ーマネント・ポートフォリオを活⽤することでキャリ
ア形成を図ることを⽬指した動きであると⾔えよう。
したがって、キャリア教育においてポートフォリオを
活⽤する際にワーキング・ポートフォリオとパーマネ
ント・ポートフォリオという異なる意味があることを

意識し、役割の違いを考慮しながら「キャリア・パス
ポート」してポートフォリオを準備することが必要で
ある。そして、キャリア教育としての教科等の学びを
まとめて次の学びにつなぐには、キャリア教育の学習
成果をまとめたワーキング・ポートフォリオを根拠に、
学習者が重要であると位置づけた学びをパーマネン
ト・ポートフォリオにまとめ、学びについての学習者
の内省を図る⼯夫が不可⽋である。 

しかしながら、「キャリア教育」「ポートフォリオ」
というキーワードを⼿がかりに「キャリア教育研究」
（⽇本キャリア教育学会）等を検索してもキャリア教
育に関係するポートフォリオに視点を当てて検討した
研究は、筆者らの先⾏研究（胡⽥ら,2018）以外⾒当た
らない。また、ポートフォリオを⽤いてキャリア教育
の学びをまとめ、内省を深めたうえで次の学びにつな
ぐ⽅法を検討されているとは⾔い難い。キャリア教育
に⽤いるポートフォリオに必要な要素とそれを基に構
成したポートフォリオの活⽤のあり⽅を検討すること
はキャリア教育を進める上で重要であるといえる。 
 
2 研究の⽬的 
 前述の研究背景を基に本研究では、キャリア形成を
図るためのポートフォリオに焦点を当て、キャリア教
育で⽤いられているポートフォリオの現状とそこに内
在する課題を教育⽅法学の視座から調査する。筆者ら
はすでに 2015 年度以前のキャリア教育に⽤いられた
ポートフォリオの現状を明らかにした(胡⽥ら,2018 )。
しかし、「キャリア・パスポート」の考えが中央教育審
議会から提⽰された 2016 年度以降、キャリア教育の
実践において「キャリア・パスポート」の考えが影響
し、初等中等教育において実践が⼤きく変化したこと
が予⾒される。そこで、2016 年度から 2019 年９⽉ま
でに初等中等教育のキャリア教育で⽤いられたポート
フォリオを改めて調査し、現状と課題を明らかにする。
その上で、ポートフォリオを活⽤した授業⽅法の改善
を図るための⽅向性を提⾔することを⽬的とする。具
体的な⽬的としては、以下の３つを設定する。 
① 2016 年度以降に公開された初等中等教育における
キャリア教育に関する実践研究の調査結果を⾏い、ポ
ートフォリオを活⽤したキャリア教育に関する実践研
究の実情を明らかにする。 
② 「学びの継続性」「学びの発展性」「学びの時間的展
望」を視点としたキャリア教育を推進するために必要
なポートフォリオの視点を検討し、検討した分析視点
を⽤いて①で明らかになったキャリア教育におけるポ
ートフォリオの意味と現状を明らかにする。 
③ 「学びの発展性」に不可⽋な学習者⾃⾝のための「学
びの評価」についての視点を検討し、②で分析した「学
びの発展性」とどのような関連性をもつか、それがキ
ャリア教育に⽤いるポートフォリオにどのように位置
づけられているか現状を明らかにする。 
 なお、本研究の分析視点である「学びの継続性」は、
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先⾏研究（胡⽥ら,2018）の概念を受け継ぐ。具体的に
はキャリア教育の⼀つ⼀つの取り組みが単発的で断⽚
的にならないように、時間、学期、学年・校種を超えて
連関または接続していることを意味する。また、「学び
の発展性」は児童⽣徒の内省による⾃⼰の価値観形成
を伴った学びのまとめで終わっているものと、学びの
まとめを起点に新たな学びにつながっているかといっ
た学びの展開の程度の差を意味する。先⾏研究では、
発展性としてとらえる視点として内省の深さを意味し
たが、内省の程度の差を判別するのに評価者により判
断の差があることを排除できなかった。また、⾃らの
学びを⼗分に内省した児童⽣徒は、内省を起点に新た
な学びが⽣まれ取り組んでいる事実を確認したことか
ら意味を変更する。 

「学びの時間的展望」「学びの評価」は、新たに付け
加えた視点である。「学びの時間的展望」は、学びをま
とめ、新たな学びにつなぐ際に、学習者が過去から現
在の時間的な枠組みで⾃⼰の学びをまとめ内省すると
ともに、内省を基に将来への⾒通しをもって新たな学
びを⾒出すという「過去・現在・未来」に渡る時間的な
枠組み（胡⽥,2018）で学習者が⾃⼰の学びをまとめ、
つなぐことを意味する。「学びの評価」は、学習者のた
めの学習の評価である。学習者は⾃⼰の学びをまとめ
る過程で内省し、学びの達成の程度を評価し、次の学
びを判断する。しかし、学びを評価・判断する場合、妥
当性を検証するリソースは学習者個⼈だけでは不⼗分
である。これを補うには「建設的な相互作⽤の基本形」
（国⽴教育政策研究所,2106 年）として⽰されたように
⾃分の学びの評価と判断を他⼈に分かってもらおうと
説明する過程で⾃分とは異なる他者から⾒た視点の存
在に気付き、より⼀般的な視点から⾃分の学びを⾒直
し、評価・判断することができるようにする活動が必
要である。そのためには、級友、教師、保護者といった
学習者の取り組みをよく知る⾝近な⼈によるモニタリ
ングとしての他者評価が有⽤である。この他者評価を
⾃⼰評価に加えることで「建設的な相互作⽤の基本形」
が「学びの評価」で成⽴し、学習者は⾃⼰の学びをま
とめ、つなぐための内省が可能となり「学びの発展性」
を確保できる。こうした意味で「学びの評価」は、「学
びの発展性」に連関する活動であると⾔える。 
 
3 研究⽅法 
 研究⽬的①を達成するため、⽂部科学省の都道府県
政令指定都市中核都市等⼀覧※１を参考に 47 都道府県
20 政令指定都市 37 中核都市の教育委員会、教育セン
ター、教育研究所のホームページを検索し、公開され
ている初等中等教育の実践研究のうち、2016 年度以降
のキャリア教育に関する実践研究論⽂・報告書を管⾒
する。それらの中から実際にポートフォリオを活⽤し
ているもの、ポートフォリオを⽤いた記述があるもの
を選定する。 
 研究⽬的②を達成するために「学びの継続性、学び

の時間的展望、学びの発展性」を促すポートフォリオ
に必要な視点を検討し、これを分析の枠組みにして、
①で選定した実践研究論⽂・報告書内で⽰されたポー
トフォリオを分析し、現状と課題を明らかにする。す
なわち、それぞれの基準を設定した上で各ポートフォ
リオの内容や形態の類型化を図り、可視化することで
現状と課題を明らかにする。具体的には、「学びの継続
性」は 1 回の時間で終わる単発の実践なのか（単発）、
数時間をかけて⾏われる実践なのか（数時間）、学期内
で完結する実践なのか（学期内）、学期を超えて同⼀学
年内で完結する実践なのか（学期を超えた学年内）、学
年を超えて⾏われる実践なのか（学年を超える）とい
う⼀つの校種内で⾏われる実践、あるいは⼩学校から
中学校、中学校から⾼等学校、⼩学校から中学校を経
て⾼等学校まで校種を超える実践であるか（校種を超
える）の 6 種類で検討する。また、「学びの時間的展望」
は、現在を対象となる学びを⾏っている時間とし、そ
の範囲は「学びの継続性」における（学期を超えた学
年内）までを⼀連のこととしてとらえ、その範囲内の
学びを「現在」とする。過去は、現在を起点にそれ以前
の学び、未来は現在を起点にそれ以降の学びとする。
この時間的枠組みを基に、実践を「現在」「過去―現在」
「現在―未来」「過去」「過去―未来」「未来」「過去―
現在―未来」の７つから検討する。「学びの発展性」は、
学びのまとめやつなぎと内省との関係から検討する。
つまり、「内省を伴わないもの」「学びのまとめに内省
が伴うが、新たな学びのつなぎに内省を供わないもの」
「学びのまとめと新たな学びのつなぎまで内省が伴う
もの」という学びのまとめ、つなぎと内省との連関か
ら検討する。以上を踏まえ、ポートフォリオの内容・
形態について、横軸を「学びの発展性」とした 3 ブロ
ックに、縦軸を「学びの継続性」として 6 ブロックに
した計 18 ブロック（3×６）の細分化した座標平⾯を
活⽤する。また、「学びの時間的展望」を座標平⾯に表
すバブルの⼤きさの違いで表⽰し、類型化を図った。 

研究⽬標③を達成するために「学びの評価」を学習
者の学びのまとめと新たな学びのつなぎについて評価
する評価者の⽴場の違いから検討した。具体的には、
学習者が学びをまとめ、新たな学びにつなぐ際にどの
⽴場の評価を参考にしたかという視点で、「⾃分」「仲
間」「教師」「その他の他者（保護者を含む）」の４つの
⽴場を考え、評価する⽴場がいくつあったか、１つ⽴
場から４つの⽴場で分類し、分析した。なお「学びの
発展性」は、研究⽬標②を達成する際に設定した基準
をそのまま使⽤した。以上を踏まえ、ポートフォリオ
の内容・形態について横軸を「学びの発展性」とした 3
ブロック、縦軸を「学びの評価」とした 4 ブロックの
計 12 ブロックに細分化した座標平⾯を活⽤して、分析
結果の類型化を図ることにした。 
 
４ 研究結果と考察 
4.1 調査結果と考察 

初等中等教育におけるポートフォリオを活用したキャリア教育の現状と課題
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4.1.1 全国の実践研究の状況とポートフォリオを⽤い
た実践研究 
 47 都道府県、20 政令指定都市、37 中核都市の教育
委員会、教育センター、教育研究所において 2016 年度
以降に公開されたキャリア教育に関連する研究紀要等
を管⾒した。2015 年度研究が公開されたのが 2016 年
度であるものを含め、キャリア教育に関する実践研究
の論⽂・報告書は、都道府県関係が 95 件、政令指定都
市 19 件、中核都市３件の計 117 件を確認できた。こ
れらのうち教師⽤リーフレットや表題のみで実践内容
を確認できないものを除くと、実践内容を確認できた
ものが都道府県で 74 件、政令指定都市８件、中核都市
１件の計 83 件である。さらにポートフォリオが使⽤さ
れている研究は 51 件確認できた。 
  図１は、先⾏研究で調査した 2015 年度までのキャ
リア教育実践研究論⽂・報告数およびポートフォリオ
を活⽤したキャリア教育に関する実践研究論⽂・報告
書の出現数に、今回の調査による 2016 年度以降に公
開された実践研究論⽂・報告書（含む 2015 年度研究）
の出現数を加えて、その出現傾向の変容を表したグラ
フである。グラフに⾒るように 2015 年度前後からキ
ャリア教育実践研究論⽂・報告数が増加している。ポ
ートフォリオを活⽤したキャリア教育に関する実践研
究論⽂・報告書の出現傾向を⾒ても、2016 年度を境に
ポートフォリオを活⽤した研究が急激に全国の初等中
等教育において蓄積し始めている。特に 2016 年度に
公開されたキャリア教育の研究 48 本のうち、24 本が
ポートフォリオを活⽤したキャリア教育に関する実践
研究論⽂・報告書で、その割合は全体の 50.0％である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前年度（2015）が 26.9％（28 件中 7 件）であったこと
から⽐較しても、キャリア・パスポート（仮称）が⽰さ
れた 2016 年度を境にキャリア教育に関する実践研究
の中でポートフォリオに関する研究が進んだと⾔える。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
図１．都道府県等におけるキャリア教育実践研究論  

⽂・報告書とポートフォリオを活⽤したキャリア教
育に関する実践研究論⽂・報告書の出現変容 
 

4.1.2 「学びの継続性」「学びの時間的展望」「学びの
発展性」から⾒るポートフォリオの現状 

表 1 は、2016 年度以降のポートフォリオを活⽤した 
キャリア教育に関する実践研究論⽂・報告書 51 件の内
容を⽰したものである。これらを「学びの継続性」「学
びの時間的展望」「学びの発展性」の視点を⽤いて分析
を⾏った。具体的には、ポートフォリオの内容・形態
について横軸を「発展性の程度」、縦軸を「継続性」と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 2016 年度以降のポートフォリオを活⽤したキャリア教育に関する実践研究論⽂・報告書⼀覧 

清水 克博　・　胡田 裕教　・　角田 寛明
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初等中等教育におけるポートフォリオを活用したキャリア教育の現状と課題
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した上で、「発展性の程度」を「内省がない『まとめ』」
「内省を伴う『まとめ』」「内省を伴う『まとめ』と『つ
なぎ』」の 3 つに分けた。また、縦軸の「継続性」は実
践の時間数の違いから「単発」「数時間」「学期内」「学
年内（学期を超える）」「学年を超える」「校種を超える」
で 6 つに分けた。そして、この 2 つの軸を基に横軸が
3 列、縦軸が 6 列に分けた 18 ブロックの細分化した図
表を作成した。また、座表の X 軸では「学期内」と「学
年内（学期をまたぐ）」の間に横軸を取ることで時間的
経過を⼤きく⼆分し、実践研究・報告書の継続性の違
いを把握しやすくした。縦軸の「発展性の程度」は、
「内省がない」ものと「内省がある」ものとの違いを
はっきりさせるために、「内省がない『まとめ』」と「内
省を伴う『まとめ』」の間に縦軸を設定した。こうにし
て作成した図表内に、分析した実践研究論⽂・報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の内容の違いを「学びの時間的展望」を表したバブル
で表⽰した。「学びの時間的展望」から実践を⾒た場合、
過去、現在、未来のいずれか 1 つの時制で⾏った実践、
過去―現在、現在ー未来、過去―未来のいずれかの 2
つの時制に渡って⾏った実践、過去ー現在ー未来の 3
つの時制に渡って⾏った実践に分けられる。そこで、1
つの時制での実践を⼀番⼩さなバブルで、3 つの時制
に渡る実践を⼀番⼤きなバブルで、2 つの時制に渡る
実践をその中間のバブルで表現して、座標上内に表⽰
した。 

表 2 は、座標軸とそこに表すバブルを決めるにあた
り細分化した「発展性の程度」「継続性」「時間的展望」
の基準である。図 2、図 3、図 4 は表 2 で⽰した基準に
基づいて分析対象を分析した結果を⼩学校、中学校、
⾼等学校別に座標にブロックした図である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １ 発展性の程度 意味・視点・考え⽅ 
 
横
軸 

内省がない「まとめ」 学習の対象、内容のまとめの記述や、記述項⽬しか確認できない。 
内省を伴う「まとめ」 学習の対象、内容のまとめに感想・気づき・⾃分なりの価値の付与をもった気付きがあるような記述や記述項⽬は確認できる

が、それを新たな学びにつながるような記述や記述項⽬が確認できない。 
内省を伴う「まとめ」と
「つなぎ」 

学習の対象、内容のまとめには感想・気づき・⾃分なりの価値の付与をもった気付きがあるような記述や記述項⽬が確認でき
る。また、新たな学びにつながる記述や記述項⽬で、まとめで⾏われた内省が連関していることも確認できる。 

 ２ 継続性の程度 使⽤するシートの特性 
  
縦
軸 

単発 継続性の乏しいシート 
 
 
 
 

校種の違いを⾒据え、学習の関連性を考慮したシート 

数時間 
学期内 
学年内（学期を超える） 
学年を超える 
校種を超える 

 ３ 時間的展望の程度 時制の数の違い 対象とする時制 
座
標
内 

⼀番⼩さなバブル １つの時制での実践 「過去」、「現在」、「未来」のいずれか 
真ん中の⼤きさのバブ
ル 

２つの時制での実践 「過去―現在」「現在―未来」「過去―未来」のいずれか 

⼀番⼤きなバブル ３つの時制での実践 「過去―現在−未来」 

表 2 座標軸等の基準に関する説明 

No 実践単位 種別 研究名 年度 研究概要

41 県 H28

42 県  H29

43 個⼈ H29

44 個⼈ H29 

45 ⼩中④ a4 市 H29

46 ⼩中⑤ a5 市 H28 

47 個⼈ H28

48 市 H27

49 個⼈ H28 

50 個⼈ H29

51 個⼈ H30⼩⑱

バブル上の記号

⾼⑫

⾼⑬

⼩⑯

中⑦

中⑧

⼩⑰

⾼⑪

中⑥

⼩学校
中学校

⼩学校
中学校

ＬＨＲにおいて、⽣徒同⼠の協働や社会⼈・⼤学⽣との対話的な交流活動を通して主体性や協働性をもって⾏動し、社会⼈
や⼤学⽣から多種多様な⽣き⽅を学ぶことで将来設計に必要なキャリアプランニング能⼒を⾼める

⾼等学校

⾼等学校

⾼等学校

「キャリア教育の充実に向けた教育課程や指導⽅法の⼯
夫改善についての研究 ー普通⾼校におけるキャリア教育
の推進及び充実に向けて−」

総合的な学習の時間における「⼈間関係形成・社会形成能⼒」の育成につながる要素の提案。

振り返りの⼯夫を通して⽣徒 ⾃⾝の国語の⼒の⾼まりを実感させることで，⽣徒 の⾃⼰効⼒感を向上させ，主体的な学びが
実現できるようにする。

「⼀⼈⼀⼈が未来の創り⼿となる豊かな学びの創造−中
学校国語科における学びがつながることを⽬指した「問
い」と『振り返り』の⼯夫を通して−」

中学校

「キャリアプランニング能⼒を⾼める指導の⼯夫― ＬＨ
Ｒにおける⽣徒同⼠の協働や社会⼈・⼤学⽣との対話的
な交流活動を通して―」

「⾃らの意⾒を形成し表現できる⼒を育む指導の⼯夫」
意⾒を形成する活動。朝学習、ＳＨＲ、授業の開始時など短い時間を利⽤できるワークシートを作成し、意⾒を形成する基
礎となる活動を⾏い、まとまった時間に活⽤することで、意⾒を形成する活動を⾏う。意⾒を形成するまでの過程を分割し、
全員が参加することを⽬標にして実施。題材を⾝近なものにしたり新聞を利⽤したりすることで他の分野の題材でも応⽤化
を図る。
教育課程全体を通じて全教職員が活⽤できる「キャリア教育ガイドブック」の改訂を⾏う。平成28 年度に「キャリア教育ガ
イドブック」における⽂⾔の整理を⾏い、キャリア教育グランドデザイン例や年間指導計画例を作成し。また、⼩中９年間
をつなぐ「キャリア・パスポート」も作成。「キャリア教育ガイドブック」の完成を⽬指す。

「⼩中９年間を⾒据えたキャリア教育の推進に向けて―
キャリア教育ガイドブックの改訂―」

「⾃⼰を⽣かし、豊かな学級・学校⽣活をつくっていく
特別活動ー『キャリア在り⽅⽣き⽅教育』へつなげる、
⾃分づくり・仲間づくり・⽣活づくりを⽬指した実践研
究ー」

キャリア教育の中核的な実践の場としての特別活動の在り⽅について研究。「キャリア在り⽅、⽣き⽅ノート」の活⽤。

「夢を越えて、⾃分⾃⾝の⽣き⽅を考えながら⼈⽣を歩んでほしい」と１年間総合的な学習の時間を中⼼に実践した概要
や成果を記載。

「夢を越えて⽣き⽅を考えるー『総合的な学習の時間』
を中⼼とした⼩学校でのキャリア教育の取り組み−」⼩学校

中学校 「中学校⽣き⽅探究（キャリア）教育主体的にキャリア
形成を図り，⾃学⾃習できる⼦どもを育てるための『将来
を⾒通した学びを考える⼒』を育む活動プログラム例」

各教科・領域の授業での取組を有機的につなぐための「⽣き⽅探究教育(キャリア教育)」の視点と⼦どもたちの家庭学習の
習慣を育むために必要な視点を提⽰。

中学校 「⾃ら問いを⽴て学び続ける⼒の育成（2年次）−学校図
書館との対話を通して（中学校社会科の授業を例に）− 」

⼦どもが⾃らの問いを連続させ，問いの質を変化させていき，その変化を⼦ども⾃⾝がメタ学習しながら学びを進めるサイ
クルを，学校図書館を活⽤して構築する実践。学習内容全体を俯瞰するため，教科書⼀単元の主なキーワードとする「分類
ワークシート」と⾃分の考えを述べるため異なる図書資料の情報を複数組み合わせる「情報ワークシート」を使⽤しながら、
⾃らの学習成果から問いを⽴てるシステムを明⽰する。

⼩学校
⼩学校

「各教科等における探究的な学習の展開(1 年次) −主体的
に問題と向き合い，学びを深める学習−」

社会科、算数科において基礎的な探求から発展的な探求を主体的、対話的な学びにより、深い学びを⽬指す実践。キャリア
進路ノートとして未来シート3回使⽤後未来レポート1回使⽤。⼩学校

「主体的に問題解決する⼦どもを育てる探究的な学習
（2年次）−汎⽤的な資質・能⼒と各教科等の資質・能
⼒を育成する学習の在り⽅−」

探究的な学習のプロセスを基盤とし．探究的な学習の充実を図る。キャリア進路ノートとして未来シート3回使⽤後未来レ
ポート1回使⽤。

清水 克博　・　胡田 裕教　・　角田 寛明
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図２ 継続性・発展性・時間的展望を軸とした分類（⼩学校30件） 

図３ 継続性・発展性・時間的展望を軸とした分類（中学校２0件） 

図４ 継続性・発展性・時間的展望を軸とした分類（⾼等学校15件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.1.3 分析結果と考察 
 ⼩学校 30 件、中学校 20 件、⾼等学校 15 件の実践
研究論⽂等から分析結果を以下に⽰す。これに先⽴ち、
図の⾒⽅の留意点から⽰すことにする。1 つ⽬は、1 つ
の校種だけではなく、2 つ、あるいは 3 つの校種の実
践を記載した実践研究論⽂が存在したことより、それ
ぞれの図に重複してプロットした（図２、図３の a1〜
a10、そして、図２、図３、図４の b1〜b2）。また、1
つの校種のみの実践研究論⽂で校種を超えて⾏う実践

を⽰唆した内容のものとは区別した。2 つ⽬は、「真ん
中の⼤きさのバブル」について、「過去−現在」は「過」
で⽰し、「現在−未来」は「未」と表⽰した。 

以下に分析結果を⽰す。学びの継続性については、
「校種を超える」が際⽴って多いことがわかる（⼩
18/30、中 12/20、⾼ 5/15、全体的には重複を除いて
も 47.1％（24/51））。ポートフォリオの「記録し蓄積す
る」という性質上、ある程度以上の期間が必要になり、
短い時間での実践は極めて少ない。また、⼩・中学校
や⼩・中・⾼等学校のように校種連携を当初から計画
し取り組んでいる内容が⽰されている研究実践論⽂も
存在することから、校種連携への意識の強さを⽰す傾
向が表れている。 

学びの発展性については、「内省がない『まとめ』」
がほとんどなく、⼤部分が「内省を伴う『まとめ』」、
「内省を伴う『まとめ』と『つなぎ』」に含まれる。ま
た、「校種を超える」かつ「内省を伴う『まとめ』と『つ
なぎ』」のブロックでは、⼩学校で 30.0％（9/30）、中
学校で 20.0％（4/20）、⾼等学校で 6.7％（1/15）であ
り、⼀定数の事例は⾒受けられるものの、特に、⾼等
学校では、「内省を伴う『まとめ』」のブロックに属す
る事例が圧倒的に多いことも含め、学びの発展性につ
いては、全体的にはまだまだ発展する余地が残されて
いるといえよう。 

学びの時間的展望については、全校種を通して、「現
在」に関わる 4 種類、つまり、「現在」「過去−現在」
「現在−未来」「過去−現在−未来」にしか該当しなか
った。「現在」を起点とした時制の往還により、内省を
深める試みが⽰されている。「真ん中の⼤きさのバブル」
については、ほとんどが「現在−未来」で「過去−現
在」は 1 件だけであった。全体としては、重複を除く
と、「⼀番⼤きなバブル」と「真ん中の⼤きさのバブル」
はともに 35.3％（18/51）、「⼀番⼩さなバブル」は
29.4％（15/51）であり、ほぼ同程度であった。 

次に、⼩・中・⾼等学校の校種別では、それぞれの図
に特徴が表れている。⼩・中学校では、「⼀番⼤きなバ
ブル」と「真ん中の⼤きさのバブル」がやや右寄りの
上部に多く位置している。⼀⽅、⾼等学校では、「⼀番
⼤きなバブル」が中央の上部に多く位置していること
がわかる。つまり、⼩・中学校では、「校種を超える」、
「内省を伴う『まとめ』」または「内省を伴う『まとめ』
と『つなぎ』」、そして、2 つあるいは 3 つの時制を往
還した実践論⽂等が多く、⾼等学校では、「学年を超え
る」以上の継続性で、「内省を伴う『まとめ』」、そして、
3 つの時制の往還を中⼼にした実践論⽂等が多いこと
を⽰している。 
 以上より、特に、⼩・中学校においては、継続した学
びを意識した取り組みが進んでいる。その⼀⽅で、発
展性については、「内省を伴う『まとめ』」で留まって
いる事例が全校種で多く存在する。また、時間的展望
については、1 つの時制での実践が全体で 3 割近くも
あり課題が残る。 

初等中等教育におけるポートフォリオを活用したキャリア教育の現状と課題
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4.2.1 「学びの評価」と「学びの発展性」の連関から
⾒るポートフォリオの現状 

「学びの評価」として「評価者数の程度」を縦軸に、
「学びの発展性」としての「発展性の程度」を横軸に
した座標平⾯を設定し、２つの関係の類型化を図った。
具体的には、「発展性の程度」の規準はそのままに、「評
価者数の程度」は評価者の⽴場の違い（⾃分、仲間、教
師、保護者を含む他者）を基に評価に加わった⽴場の
違いの数で分析を⾏った（１から４つの⽴場まで）。紙
幅の都合上、「評価者数の程度」は出現した⽴場のみを
表⽰する。結果をまとめたものが図５，６，７である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 

4.2.2 分析結果と考察 
 「評価者数の程度」で取り扱った他者は、⼩・中・⾼
等学校のいずれにおいても、保護者しか確認できなか
った。仲間、教師以外で学習者をよく知る⼈物という
ことで保護者が選ばれており、他者は保護者以外、現
状では学校は想定していないことがわかる。 
 「学びの評価」と「学びの発展性」の連関から⾒る
と、⼩・中・⾼等学校いずれも「発展性の程度」として
⾒た「評価者数の程度」で「内省がない『まとめ』」と
「内省を伴う『まとめ』」のポートフォリオでは、⼩学
校の⑮の例を除き、1 つの⽴場か２つの⽴場で構成さ
れている（⼩ 15/19、中 8/11、⾼ 12/12）。学習者が⾃
⼰の学びを評価・判断する場合、その妥当性を検証す
るリソースは学習者個⼈だけでは不⾜すると考えられ
るが、「内省がない『まとめ』」と「内省を伴う『まと
め』」のポートフォリオを確認してみると、学習者の内
省結果を教師あるいは保護者が確認する程度に留まっ
ていた。こうした事実からも、「評価者数の程度」が「内
省がない『まとめ』」と「内省を伴う『まとめ』」の段階
のポートフォリオは、「学びの評価」を学習者が⾏った
内省結果を教師、保護者が追認する意味合いで位置づ
けている傾向にあると⾔える。 

これに対して、「発展性の程度」が「内省を伴う『ま
とめ』と『つなぎ』」段階まで来ているポートフォリオ
では「評価者数の程度」の⽴場が 3 つか 4 つの⽴場で
⾏っている割合が⼩ 4/13、中 5/9、⾼ 1/3 と、「「内省
がない『まとめ』」と「内省を伴う『まとめ』」の⼩ 4/17、
中 3/11、⾼ 0/12 に⽐べて多い。内省を⾃⼰の学びの
まとめのみならずと新たな学びへのつなぎことに役⽴
てることを考慮したポートフォリオでは、学習者が内
省を深めるために、様々な⽴場からその妥当性を図り、
評価・判断できるように必要なリソースを増やす仕掛
けがポートフォリオに構築されていると⾔える。すな
わち、学習者の学習のために⾏う「学びの評価」と「学
びの発展性」の連関を考慮している実践研究ほど、使
⽤するポートフォリオにおいて「学びの評価」の妥当
性を担保するために多数の⽴場からの評価を受けるこ
とができるような仕掛けを準備し、作成している傾向
があると⾔える。 
 しかし、「評価者数の程度」の⽴場が 3 つか 4 つの⽴
場で⾏い、「内省を伴う『まとめ』と『つなぎ』」ポート
フォリオの割合は全体的には少ない。全体的には、「学
びの評価」と「学びの発展性」を連関させる仕組みは
まだ⼗分ではない状況にあると⾔える。また、⼩学校
⑮のように「内省がない『まとめ』」のポートフォリオ
でも「評価者数の程度」で４つの⽴場のものがある。
⑮は、児童の取り組みをできるだけ多くの⾝近な⼈々
に認めてもらえるように意図したポートフォリオであ
ったが、「学びの発展性」には寄与していない。こうし
た結果を踏まえて、今後は「学びの評価」と「学びの発
展性」の連関の重要性を明らかにし、学校現場に提⽰
する必要があると考える。 

図5 発展性・評価を軸とした分類（⼩学校30件） 

図6 発展性・評価を軸とした分類（中学校20件） 

図7 発展性・評価を軸とした分類（⾼等学校15件） 

清水 克博　・　胡田 裕教　・　角田 寛明
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5 まとめと今後の課題 
 2016 年度以降報告されたキャリア教育研究で⽤い

られたポートフォリオを⾒ると、校種を超えた「学び
の継続性」を⽬指したものが⼀番多く、少なくとも 2
校種間の連関を意識したポートフォリオになっていた。
また、学びのまとめと新たな学びへのつなぎまで内省
を伴う、いわゆる深い学びを実現した「学びの発展性」
を図るポートフォリオは増えているが、全体から⾒る
とその数は少ない。特に、教科等で⾏った学びを内省
し、⾃⼰の学びをまとめてつなぐことが期待できる中・
⾼校⽣に対応できるようなポートフォリオは、まだ⼗
分に準備されている状況にないことがわかった。さら
なる開発が必要である。「学びの時間的展望」の視点で
⾒ると、校種を超える「学びの継続性」を実現してい
るポートフォリオの多くは、過去ー現在―未来と 3 つ
の時制から学びを内省することができるように構成さ
れている。また、こうしたポートフォリオの「学びの
発展性」は、少なくとも「内省を伴う『まとめ』」まで
実現できている。「学びの時間的展望」は「学びの継続
性」「学びの発展性」と連関していると⾔える。以上の
ことから、「学びの継続性」「学びの発展性」「学びの時
間的展望」はそれぞれ連関し、ポートフォリオを⽤い
て内省を通じて学びをまとめ新たな学びにつなぐこと
を図るためには、少なくともこの３つを構成要素にポ
ートフォリオを作成することが必要であると⾔えよう。 

また、「学びの発展性」と「学びの評価」との関係か
らポートフォリオを⾒ると、その数まだ少ないものの
「発展性の程度」において「内省を伴う『まとめ』と
『つなぎ』」を実現するポートフォリオでは、学習者が
⾃ら学びの内省を⾏う際の妥当性を図るリソースとし
て⼤勢の⼈の関わりを図る仕掛けができている。「学び
の評価」で学習者以外の「仲間、教師、他者(保護者)」
といった⽴場から、できるだけ多くの者が学習者の学
びのための評価に関わる仕掛けが必要であることがわ
かる。すなわち、「学びの評価」は「学びの発展性」に
連関するとともに、「学びの評価」はポートフォリオに
不可⽋な構成要素の１つであると⾔える。  
 本研究では、実践研究論⽂・報告書にあったポート
フォリオを検討したに過ぎず、授業事実を分析したも
のではない。実際に学校で⾏われている授業事実との
差異も予想される。キャリア教育に⽤いるポートフォ
リオのあり⽅を⽰すためには、今回明らかになった「学
びの継続性、発展性、時間的展望」と「学びの評価」と
いう４つの構成要素を基にしたポートフォリオが、実
際の授業でどう活⽤されているのか、授業事実から検
討する必要がある。また、「評価の学び」と、「学びの発
展性」との連関において、学びのまとめ、学びのつな
ぎの⼀連の学習過程のどの時点で「学びの評価」を⾏
えばよいのか、それは学習過程の最後に位置づけるの
か、学習過程の途中にも組み込む必要があるのかなど
「学びの評価」の活⽤のあり⽅についても検討が必要
である。今後は、ポートフォリオを⽤いながら教科等

の学びを特別活動の時間を中核にまとめ、新たな学び
につなぐことができた授業データを多く収集し、教育
⽅法学の視座からポートフォリオに必要な構成要素と
しての「学びの継続性、発展性、時間的展望」と「学び
の評価」の有⽤性を明らかにしたい。 
 
 

本研究は、JSPS 研究費 JP19K23286 の助成を受けたも
のです。  
 

※1 ⽂部科学省ホームページ「都道府県・政令指定都市・中核都市
センター等」www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kenkyu/1225078.htm 
(最終アクセスR1.11.28) 
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たこれまでの審議のまとめについて(報告)」 

清水 克博　・　胡田 裕教　・　角田 寛明
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